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タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て
・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

タ
ウ
ンin

fo
rm
atio
n

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会
・

消
費
の
豆
知
識

高
齢
者
に
対
し
て
心
身
を
傷
つ
け
る

よ
う
な
言
動
や
人
権
侵
害
を
す
る
こ
と

を
「
高
齢
者
虐
待
」
と
い
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
生
命
ま

た
は
身
体
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
虐
待

を
発
見
し
た
方
は
通
報
す
る
義
務
が
あ

る
と
定
め
て
い
ま
す
。

虐
待
を
受
け
て
い
る
方
、
虐
待
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
行
為
を
見
た
方
、
あ

る
い
は
介
護
な
ど
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
虐
待
を
し
て
し
ま

う
心
配
が
あ
る
と
い
う
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
情
報
や
秘
密
は
守
り
ま
す
。

〈
虐
待
の
種
類
〉

・
身
体
的
虐
待　

暴
力
的
行
為
な
ど
で
、

身
体
に
傷
や
あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
た

り
、
外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
、
継

続
的
に
遮
断
す
る
こ
と

・
心
理
的
虐
待　

脅
し
や
侮
辱
な
ど
の

言
葉
や
威
圧
的
な
態
度
、
無
視
や
嫌

が
ら
せ
等
に
よ
っ
て
精
神
的
、
情
緒

的
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

・
性
的
虐
待　

本
人
が
嫌
が
る
性
的
行

為
や
裸
で
放
置
す
る
こ
と

・
経
済
的
虐
待　

本
人
の
合
意
な
し
に

財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、
本
人
の
希

望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制

限
す
る
こ
と

・
介
護
の
放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

意
図
的
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、

介
護
や
生
活
の
世
話
を
行
っ
て
い
る

者
が
、
そ
の
提
供
を
放
棄
ま
た
は
放

任
し
、
結
果
と
し
て
高
齢
者
の
生
活

環
境
や
、
高
齢
者
自
身
の
身
体
・
精

神
的
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

▼
問
合
せ

〇
保
健
福
祉
課
地
域
支
援
係

☎
72 

６
９
１
０

〇
那
須
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
71 

１
１
３
８

○
高
原
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
73 

８
８
８
１

県
北
圏
域
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
の
仕
事
や
そ
れ
に
伴
う
生
活
面
の
相

談
、
就
職
後
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
働
く

こ
と
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
移
動
相
談
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
働
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
越
し
の
際
は
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
の
感
染
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
　
時　

９
月
16
日
㈮

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所　

ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
（
集

団
検
診
室
）

▼
対
　
象　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
と

そ
の
家
族

▼
相
談
料　

無
料

▼
予
約
・
問
合
せ　

県
北
圏
域
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

☎
０
２
８
‐
６
８
１
‐
６
６
３
３

運
動
や
食
事
な
ど
で
実
践
す
る
健
康

管
理
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
の
「
体

験
談
」
と
、
健
康
の
大
切
さ
や
取
り
組

み
を
表
し
た
「
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
本
県
の
被
保
険
者（
令

和
４
年
9
月
30
日
現
在
）

▼
応
募
方
法

・
体
験
談
（
題
名
と
本
文
を
入
れ
て
原

稿
用
紙
２
枚
の
８
０
０
字
程
度
で
記

載
。
１
人
1
作
品
ま
で
応
募
可
能
）

・
川　

柳
（
作
品
と
作
品
に
込
め
た
思

い
や
背
景
を
１
０
０
字
以
内
で
記
載
。

１
人
3
作
品
ま
で
応
募
可
能
）

※
い
ず
れ
も
必
要
事
項
（
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

様
式
任
意
）
を
記
入
し
た
用
紙
を
添
え

て
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
　
切　

９
月
30
日
㈮
必
着

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

栃
木
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
８
‐
６
２
７
‐
６
８
３
０

soum
u@kouikirengo-tochigi.jp

〒
３
２
０
‐
０
０
３
３

宇
都
宮
市
本
町
３
‐
９
栃
木
県
本
町

合
同
ビ
ル
２
階

県
内
で
ア
ニ
サ
キ
ス
や
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
て
い

ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
次
の
食
中
毒
予

防
の
３
原
則
を
守
り
、対
策
し
ま
し
ょ
う
。

①
菌
を
つ
け
な
い　

入
念
に
手
洗
い
す
る

②
菌
を
増
や
さ
な
い　

食
品
や
食
材
は

早
め
に
低
温
保
存
す
る

③
菌
を
や
っ
つ
け
る　

食
品
や
食
材
は

中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
と
加
熱
し
、

調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩
素
系
漂
白
剤

で
消
毒
す
る

▼
ア
ニ
サ
キ
ス　

ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
が

寄
生
し
て
い
る
生
鮮
魚
介
類
を
生

（
不
十
分
な
冷
凍
ま
た
は
加
熱
の
も

の
を
含
む
）
で
食
べ
、
ア
ニ
サ
キ
ス

幼
虫
が
胃
壁
や
腸
壁
に
刺
入
し
て
食

中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

▼
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー　

ニ
ワ
ト
リ
、

牛
、
豚
な
ど
の
腸
に
す
む
感
染
力
の

強
い
細
菌
で
、
鶏
肉
の
生
食
や
加
熱

不
十
分
な
調
理
な
ど
が
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
部
生
活
衛
生
課
食
品
衛
生

担
当　

☎
０
２
８
７
‐
22
‐
２
３
６
４

み
ん
な
で
考
え
よ
う

「
高
齢
者
虐
待
」

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い「
移
動
相
談
」

健
康
づ
く
り
体
験
談
と

川
柳
を
募
集
し
ま
す

食
中
毒
の
予
防
の
た
め
に

「福祉のお仕事就職フェア（県北エリア）」のお知らせ
■日　時　９月３日（土）午後１時～３時３０分
■会　場　矢板イースタンホテル（矢板市末広町２４-１）
■内　容　福祉の仕事に就きたい方と求人事業所との相談会（福祉の仕事や資格の相談も可）
■参加費　無料（事前に申し込みが必要です）
■問合せ　栃木県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター　☎０２８-６４３-５６２２


